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平成２０年第３回常陸太田市議会定例会会議録 

 

平成２０年９月１２日（金） 

            ──────────────────― 

議 事 日 程（第４号） 

平成２０年９月１２日午前１０時開議 

日程第 １ 議案質疑 報告第１３号ないし報告第１９号 

日程第 ２ 議案質疑 議案第５０号ないし議案第７４号 

日程第 ３ 請願第２号ないし請願第４号 

日程第 ４ 議員提案第４号 常陸太田市議会会議規則の一部改正について 

            ──────────────────― 

本日の会議に付した事件 

 日程第 １ 議案質疑 報告第１３号ないし報告第１９号（採決） 

 日程第 ２ 議案質疑 議案第５０号ないし議案第７４号 

 日程第 ３ 請願第２号ないし請願第４号 

 日程第 ４ 議員提案第４号（提案理由説明・採決） 

            ──────────────────― 

出席議員 

    議 長   高 木   将 君     副議長   梶 山 昭 一 君 

     １番   木 村 郁 郎 君      ２番   深 谷   渉 君 

     ３番   鈴 木 二 郎 君      ４番   荒 井 康 夫 君 

     ５番   益 子 慎 哉 君      ６番   深 谷 秀 峰 君 

     ７番   平 山 晶 邦 君      ８番   成 井 小太郎 君 

     ９番   福 地 正 文 君     １０番   高 星 勝 幸 君 

    １１番   茅 根   猛 君     １２番   菊 池 伸 也 君 

    １３番   関   英 喜 君     １４番   片 野 宗 隆 君 

    １５番   平 山   伝 君     １６番   山 口 恒 男 君 

    １７番   川 又 照 雄 君     １８番   後 藤   守 君 

    １９番   黒 沢 義 久 君     ２０番   小 林 英 機 君 

    ２１番   沢 畠   亮 君     ２２番   立 原 正 一 君 

    ２５番   生田目 久 夫 君     ２６番   宇 野 隆 子 君 

            ──────────────────― 

説明のため出席した者 

    市    長  大久保 太 一 君    副 市 長  梅 原   勤 君 

    教 育 長  小 林 啓 徳 君    総 務 部 長  川 又 善 行 君 

    政策企画部長  江 幡   治 君    市民生活部長  五十嵐   修 君 



 

 １５４

    保健福祉部長  綿 引   優 君    産 業 部 長  赤 須 一 夫 君 

    建 設 部 長  富 田 広 美 君    会 計 管 理者  大 森 茂 樹 君 

    水 道 部 長  高 橋 正 美 君    消 防 長  篠 原 麻 男 君 

    教 育 次 長  根 本 洋 治 君    福祉事務所長  深 澤 菊 一 君 

    秘 書 課 長  山 崎 修 一 君    総 務 課 長  川 上 明 文 君 

    監 査 委 員  檜 山 直 弘 君 

            ──────────────────― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  大 谷 利 行      副参事兼総務係長  吉 成 賢 一 

    次長兼議事係長  菊 池   武 

            ──────────────────― 

午前１０時開議 

○議長（高木将君） ご報告いたします。 

 ただいま出席議員は２６名であります。 

 よって，定足数に達しております。 

 直ちに本日の会議を始めます。 

            ──────────────────― 

○議長（高木将君） 本日の議事日程は，お手元に配付いたしました議事日程表のとおりといた

します。 

            ──────────────────― 

 日程第１ 議案質疑 

○議長（高木将君） 日程第１，報告第１３号専決処分の承認を求めることについて（平成２０

年度常陸太田市一般会計補正予算（第２号）），報告第１４号専決処分の承認を求めることについ

て（平成２０年度常陸太田市下水道事業特別会計補正予算（第１号）），報告第１５号専決処分の

承認を求めることについて（平成２０年度常陸太田市水道事業会計補正予算（第１号）），報告第

１６号専決処分の承認を求めることについて（平成２０年度常陸太田市工業用水道事業会計補正

予算（第１号）），報告第１７号平成１９年度常陸太田市下水道事業特別会計継続費精算報告書に

ついて，報告第１８号平成１９年度決算に基づく健全化判断比率の報告について，報告第１９号

平成１９年度決算に基づく資金不足比率の報告についてを議題といたします。 

 これより議案質疑を行います。通告がありますので，発言を許します。 

 ２６番宇野隆子君の発言を許します。 

〔２６番 宇野隆子君登壇〕 

○２６番（宇野隆子君） 宇野隆子です。 

 報告第１８号平成１９年度決算に基づく健全化判断比率の報告について，報告第１９号平成１

９年度決算に基づく資金不足比率の報告について，この２件について，関連しておりますので，

一括して質疑を行います。 
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 いずれも，これは地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づいて報告されている内容で

すが，その背景は，夕張市の財政悪化を契機としてまとめられたものと言われております。４８

ページですけれども，この中で，今回新しく連結実質赤字比率，それから将来負担比率が新たに

設けられた指標であることは議案で説明がありましたけれども，財政悪化が深刻化すると，財政

再生団体とされて，赤字の早期返済を促されることになり，自治体の自由裁量は事実上なくなる

ということなのでしょうか，お伺いいたします。 

 それから，これも４８ページですけれども，早期健全化基準，それから報告第１９号，５２ペ

ージの右端の経営健全化基準は，いずれも法律に明記されず政令にゆだねられているのでしょう

か，伺います。 

 この２点について，１回目の質疑をいたします。 

○議長（高木将君） 答弁を求めます。総務部長。 

〔総務部長 川又善行君登壇〕 

○総務部長（川又善行君） 報告第１８号平成１９年度決算に基づく健全化判断比率の報告につ

いて並びに報告第１９号平成１９年度決算に基づく資金不足比率の報告についてのご質疑にお答

え申し上げます。 

 健全化判断比率や資金不足比率につきましては，従来までの地方財政再建特別措置法，地方公

営企業法が財政再建の対象がその会計だけとされていたことや，財政状況の開示が不十分であっ

たことなどから，地方公共団体の財政の健全化に関する法律の施行により，その対象を公営企業

や一部事務組合，地方公社，第三セクターなどまで拡大し，監査委員の意見を付して議会に報告

し，住民に公表することになったものでございます。 

 議員ご発言のとおり，一つでも早期健全化基準を超えた場合は，財政健全化計画を策定の上，

知事に報告し，財政再生基準を超えた場合には，財政再生計画を策定し，総務大臣に報告するこ

とになります。報告はいずれも議会の承認を得て行うこととされております。なお，早期健全化

基準，財政再生基準，経営健全化基準の比率でございますが，地方公共団体の財政の健全化に関

する法律施行令により規定されているものでございます。財政健全化計画や財政再生計画には，

歳出削減措置や歳入増加のための方策など財政再生の基本方針を明記することとなり，さまざま

な制約を受けることになります。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） ２６番宇野隆子君よろしいですか。どうぞ登壇なさって発言なさってくだ

さい。 

〔２６番 宇野隆子君登壇〕 

○２６番（宇野隆子君） ご説明ありがとうございました。それで，報告第１８号，報告第１９

号にわたっての基準ですけれども，早期健全化基準，それから経営健全化基準，いずれもこれは

法律に明記されず政令にゆだねられているのかどうかということで，先ほど確認の意味でお聞き

したんですが，もし政令にゆだねられるということなら，自治体への国の関与は強まるのではな

いかと思うんですけれども，この辺は強まるということなのでしょうか。伺いたいと思います。 
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 以上で質疑を終わります。 

○議長（高木将君） 答弁を求めます。総務部長。 

〔総務部長 川又善行君登壇〕 

○総務部長（川又善行君） 再度のご質疑にお答えを申し上げます。 

 この基準につきましては，先ほどお答え申し上げましたように，公共団体の財政の健全化に関

する法律施行令ということで定めておりますので，これは政令で定まっているということになり

ます。なお，政令であるから制約が強まるのかということでございますけれども，これは法律に

よっても政令によっても解釈は同じでございまして，これもただいまお答え申し上げまして，さ

まざまな制約を受けることになるということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 以上で質疑を終結いたします。 

            ──────────────────― 

○議長（高木将君） 採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 報告第１３号専決処分の承認を求めることについて（平成２０年度常陸太田市一般会計補正予

算（第２号）），報告第１４号専決処分の承認を求めることについて（平成２０年度常陸太田市下

水道事業特別会計補正予算（第１号）），報告第１５号専決処分の承認を求めることについて（平

成２０年度常陸太田市水道事業会計補正予算（第１号）），報告第１６号専決処分の承認を求める

ことについて（平成２０年度常陸太田市工業用水道事業会計補正予算（第１号）），以上４件につ

いては，原案承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（高木将君） ご異議なしと認めます。 

 よって，報告第１３号から報告第１６号まで，以上４件については，原案承認することに決し

ました。 

            ──────────────────― 

○議長（高木将君） 次に報告第１７号から報告第１９号までの３件については，報告事項とな

っておりますので，報告をもって終了といたします。 

            ──────────────────― 

 日程第２ 議案質疑 

○議長（高木将君） 次，日程第２，議案第５０号から議案第７４号まで，以上２５件を一括議

題とし，通告順に発言を許します。 

 ２６番宇野隆子君の発言を許します。 

〔２６番 宇野隆子君登壇〕 

○２６番（宇野隆子君） 日本共産党の宇野隆子です。私は議案第５３号，議案第５４号，議案

第５７号，議案第５８号，議案第６８号の５件について，質疑を行います。 

 まず，７３ページ，議案第５３号高規格救急自動車購入契約について，伺いたいと思います。 



 

 １５７

 現在，高規格救急自動車４台あるうちの１台を今回買いかえるために購入契約が行われたわけ

ですが，４台とも茨城トヨタであると聞いております。予定価格 3,１４２万 8,５７２円，決定金

額が 3,０９０万円と。落札率を計算しましたところ９8.３％と，結構高どまりの落札率になって

おりました。入札方法ですけれども，これは８月５日一般競争入札に付したということ，一般競

争入札をとってますけれども，結果として茨城トヨタ自動車と茨城日産自動車の２社の参加で競

争が行われたわけです。入札額が茨城日産が 3,４００万円と，落札した茨城トヨタと３１０万円

の開きがあります。見積もりをとったと聞いておりますが，例えば本体価格でどの程度の価格が

出ておるか伺いたいと思います。 

 それから，入札参加者数ですけれども，競争性の確保ということから考えた場合，結果的には

２社のみとなったわけですが，なぜ２社だったのかという点において，どのようなことが考えら

れるのか，伺いたいと思います。 

 次に，７４ページに移りますが，今回始めて本会議でも説明がありましたが，この３番の救急

資材機の中の（７）自動式心臓マッサージ機を設置したということであります。前回の入札で，

これは昨年度だと思いますが，里美出張所に入札をかけたときの高規格救急自動車の契約金額が

2,８３５万円ということで，今回の入札と単純に比較すると２５５万円の差が出ております。こ

れが自動式心臓マッサージ機分に当たるというのではないかと思いますけれども，現在ある高規

格救急自動車にこの自動式心臓マッサージ機は設置されていないということで，今後設置する計

画があるのかどうか，このあたりを伺いたいと思います。 

 また，新たにつけるとなると，単品で買うということなので，値段もやはり若干上がるのでは

ないかと思いますが，大体どのぐらいで予算を見るのか，そのあたりもお聞かせいただければと

思います。 

 議案第５４号常陸太田市道路線の廃止について，伺います。この議案ですけれども，できれば

この質問はしたくないな，こういうことがなければいいなと思ったわけですけれども，まず議案

の説明を受けたときに，９５路線だということで驚いたわけです。件数が余りにも多いというこ

とですね。道路改良工事及び圃場整備事業等に伴う廃止ですが，４つの地区ごとに件数を挙げま

すと，太田地区が６件，金砂郷地区が３件，水府地区が１２件，里美地区が７４件と圧倒的に里

美地区が多いのですけれども，この工事がいつごろ始まっていつ完了しているのか，事務手続が

なぜ速やかに行われなかったのか，維持管理費の関係もあるのかどうか，４地区合わせて９５件

の廃止の理由について，ご説明をいただきたいと思います。 

 議案第５７号平成１９年度常陸太田市一般会計歳入歳出決算について，二，三伺いたいと思い

ます。決算書の５ページですけれども，この中で一般会計歳入歳出決算の中段の説明にあります

歳入の中で，収入未済歳入額が７億 3,７５０万 1,９９６円ということで決算されておりますけれ

ども，このうち７ページを見ますと，主な未済額が市税で，市民税と固定資産税などで約６億 8,

０００万という数値が出ております。また市営住宅使用料とか主な要因が挙げられると思います

けれども，その要因と対策について，ご説明をお願いいたしたいと思います。 

 また，５ページの歳出ですけれども，この中での不用額４億 5,３７８万 2,５６８円についてで
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すけれども，１３ページを見ますと，大体 3,０００万円以上で拾ってみますと，社会福祉費，生

活保護費，清掃費，消防費等がありますけれども，その主な要因について，ご説明をいただきた

いと思います。 

 次に，議案第５８号平成１９年度常陸太田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算についてです。

同じようなことを質疑するわけですけれども，１７ページの歳入の中の収入未済歳入額の３億 9,

６１８万 8,５９３円について，その内容と収納方法についてご説明をいただきたいと思います。

また，歳出の中の不用額２億 5,２８１万 2,３４６円についても，その不用の理由についてご説明

をお願いいたしたいと思います。 

 続いて，議案第６８号平成２０年度常陸太田市一般会計補正予算について，２件について伺い

たいと思います。１点目ですけれども，これは歳入，８ページになりますが，１４款４目土木費

国庫補助金２節都市計画費補助金２億 3,２００万円，まちづくり交付金ということで，これは追

加配分であると本会議で説明がありましたけれども，そうしますと，来年の計画ではどうなるの

かということです。少なくなるのではないかと思われますけれども，その際，滞納はどうするの

か，前倒しをして補助金が入ってきても，先のことですから，おおよその見通しになるかと思い

ますが，ご説明をいただければと思います。 

 ２点目は，１８ページです。１目，商工総務費，その中の７から１９節にわたってですけれど

も，これは新しく開設する地域職業相談室のための経費であると伺っております。いつ開設の予

定か，またその相談時間が何時から何時までなのか，また相談員の体制は何名配置されるのか。

それから７節の賃金ですけれども，パートタイマー賃金５４万 4,０００円ということですが，こ

れは何を業務として行うのか。それから，１８の備品購入費４７万 8,０００円ですけれども，こ

れはコンピューター等々を準備するのかどうか。この内容について，伺いたいと思います。 

 １回目の質疑は以上です。 

○議長（高木将君） 答弁を求めます。消防長。 

〔消防長 篠原麻男君登壇〕 

○消防長（篠原麻男君） 高規格救急車導入についてのご質疑にお答えいたします。 

 まず１点目の，本体価格の金額ということでございますが，トヨタが約 1,１００万円，日産が

約 1,７００万円という車両本体の価格でございます。 

 続きまして２点目の，なぜ２社なのかというご質疑でございますが，年間約６００台の高規格

救急車がつくられるというような記事がございます。そういった中で，メーカー別に申し上げま

すと，日産が約１００台，トヨタが約５００台と，こういう販売市場になっているというような

ことでございます。その他のメーカーもございますが，その他のメーカーにつきましては，この

中に入ってしまうような状況となっております。また，この２社につきましては，生産体制ある

いは営業，メンテナンス等々についても，しっかりしたラインがございます。その他のメーカー

につきましては，出荷台数が少ないということもございまして，ラインも製造コストも大変厳し

いのではないかと考えております。 

 そこで，当市において高規格救急自動車を整備するに当たり，メーカーがつくっている救急車
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の型，形状，大きさの選択をしまして，燃料についてもガソリン，ディーゼルということがござ

いますが，当市の狭い道路状況を勘案しまして，仕様書に合っている業者２社を選定したもので

ございます。 

 続きまして３点目，自動式心臓マッサージ機の今後の導入ということでございますが，昨年平

成１９年における救急出動件数 1,８８１件ございましたが，南署で 1,３９９件，北署で３１１件，

里美出張所で１７１件の救急出動がございました。そういった中で，出動に当たり，圧倒的に南

消防署からの出動が多いということを踏まえまして，今回，自動式心臓マッサージ機を有効に活

用するために取りつける考えでございます。したがいまして，現段階ではほかの３台の救急車に

ついての取りつけについては考えてございません。 

 単品では約３００万というふうなことでとらえております。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 建設部長。 

〔建設部長 富田広美君登壇〕 

○建設部長（富田広美君） 建設部関係のご質問３件について，お答え申し上げます。 

 まず，議案第５４号常陸太田市道路線の廃止についてでございます。各地区の廃止の理由でご

ざいますが，常陸太田地区の６路線につきましては，道路改良工事，圃場整備事業等によるもの

でございます。金砂郷地区の３件，水府地区の１２件につきましては，道路改良工事によるもの

でございます。里美地区につきましては，合併後４年目となることから，地区ごとに市道路線の

廃止認定に関する課題を整理するため，精査を行ってまいりました。 

 この結果，今回廃止いたします９５路線のうち，昭和５２年度より１９年度まで里美地区の上

深荻町から小中町までの区間で実施してきました農免道路工事，県道・市道工事等にかかわる７

４路線の廃止手続がなされていない状況にあるため，路線認定とあわせて今期議会に上程させて

いただいたところでございますので，ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 里美地区におきましては，引き続き精査を行ってまいりますので，今後の市道路線の廃止につ

きましては，里美地区の精査案件を除きましては，道路工事が完了後，次年度に上程してまいり

ますので，よろしくお願い申し上げます。 

 次に，議案５７号のうち，収入未済額の建設部所管の件でございます。住宅使用料がそれに当

たります。市営住宅使用料の収入未済額の要因でございますが，収入未済額の全体の約９割近く

に及んでいる滞納額２０万円以上の高額所得者が４０名ほどおります。この方々の滞納を解決で

きなかったことが主な要因となってございます。このため，市は昨年度，滞納整理の手順を明確

にするため，常陸太田市営住宅家賃等徴収事務取扱要領を作成し，滞納者に滞納が続く場合に市

は今後どのような対応を行うか，その手順を示した資料を滞納者に配布して周知を図るとともに，

今年度からこの手順に従って，滞納整理を進めているところでございます。 

 本年６月に，悪質な滞納者３０名の連帯保証人へ納付依頼を要請するとともに，そのほか１２

名に対して納付指導を強化いたしました。その結果，８月までに全額納付に応じた者が５名，退

去に応じたものが１名，納付誓約書の提出あるいは提出を約束した者が１３名となり，約３６０
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万円を徴収したところでございます。今後は，滞納者の納付状況等を見きわめながら，さらに明

け渡し請求手続等を検討してまいりたいと存じます。 

 次に，議案６８号のうち，国庫補助金，駅周辺整備事業，まちづくり交付金関係の国庫補助金

が，今回追加配分になったことに伴いまして，次年度以降の計画はどうなのかということについ

てでございますが，今年度，追加配分されたことによりまして，次年度以降の額が軽減するわけ

でございますが，今の見込みで言いますと，平成２１年度，約４億 1,０００万円，平成２２年度，

約７億 1,０００万円ほどに事業費になりますことから，これからも国・県に対し補助金を確保で

きるよう努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 消防長。 

〔消防長 篠原麻男君登壇〕 

○消防長（篠原麻男君） 先ほど，議案質疑でお答えしました一部に訂正がございますので，ご

報告します。２社を選定と申し上げましたが，２社が応札ということに訂正させていただきます。

まことに申しわけございません。 

 それと，答弁漏れがございました。平成１９年度決算の関係でご報告いたします。 

 まず，消防費，約 3,２００万の不用額というものがございますが，重立ったものについて，お

答えいたします。まず，常備消防費でございますが，６９５万９０００円につきましては，経費

削減ということで職員が努力をしました結果もございます。そういった中で，このような削減が

できたということです。２点目の非常備消防でございますが，大きなものとしましては，退職団

員の報償費が見込み減ということで，８４０万円の不用額が生じてございます。 

 続きまして，消防施設費でございますが，約５７０万円の不用額ということでございますが，

重立ったものにつきましては，防火水槽が安価でできた，入札差金ということでございます。あ

わせて，消化栓がさびで約１０基が取りつけ，修繕したということで，相殺しまして５７０万円

の不用が出たということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 総務部長。 

〔総務部長 川又善行君登壇〕 

○総務部長（川又善行君） 議案第５７号平成１９年度常陸太田市一般会計歳入歳出決算認定に

ついての中の税関係の収入未済額について，お答え申し上げます。個人市民税全体の収入未済額

は，決算書の６９ページにございますように，9,７３１万 1,３０２円で，前年度に比べ１２８万

1,２７４円の減となっております。このうち，現年課税分の収入未済額につきましては，4,２２

４万 3,９４５円で，前年度と比較しまして 1,５４１万 7,３８７円増えております。これにつき

ましては，平成１９年度から税源移譲により，調定額が５億 4,４６１万 6,９７５円増えたことに

よる１件当たりの課税額の増が要因であると分析をしております。 

 なお，個人市民税の１件当たりの平均課税額につきましては，１７年度が約１６万 6,０００円，

１８年度が約１７万 5,０００円，１９年度は２５万 1,６３１円となってございます。平成１９年
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度においては，税源移譲による新規滞納者の増加が見込まれたため，個人市民税を対象とし，新

たに一斉催告を２回増やすとともに，一斉滞納整理期間も新たに設け，徴収率の向上に努めてま

いりました。こうした結果，個人市民税の現年度課税分の徴収率は９8.４％となり，前年度に比

べ 0.３％減となったものの，県内トップの徴収率を上げることができたところでございます。 

 一方，滞納繰越分の収入未済額につきましては，5,５０６万 7,３５７円と，前年度と比較し 1,

６６９万 8,６６１円の減になっております。徴収率も３0.４％でございまして，前年度に比べ 7.

２％増加となってございます。これにつきましては，徴収強化に努めたための効果であると分析

しております。個人住民税の今後の収納対策としましては，やはり新規滞納者の発生を防ぐこと

が最重要課題であると考えておりますので，納税相談，滞納整理の強化を図ってまいります。 

 次に，法人市民税の収入未済額でございます。法人市民税の収入未済額は７８０万 4,６００円

で，前年度に比べ１５９万 1,７００円の増でございます。現年課税分の収入未済額は２５８万 5,

０００円で，前年度と比べ１３５万 3,１００円の増となっております。これにつきましては，未

申告によるものと，他税目にも滞納がある事業所の増が大きな要因となっております。また，滞

納繰越分の収入未済額は５２１万 9,６００円で，前年度と比べ２３万 8,６００円の増でございま

す。現年課税分，滞納繰越分とも，ほかの税目にも滞納がある事業所の増と，事業主個人の滞納

がある事業所の増が目立っており，これらの事業所は経営不振によるものと分析をしております。 

 次に，固定資産税の収入未済額は５億 3,３９９万 6,６０７円で，前年度と比べ８８８万 6,６

３９円増となっております。この中で，現年課税分につきましては 7,９５９万 9,１４４円で，前

年度と比べ 2,１１５万 3,４２８円の減，滞納繰越分については４億 5,４３９万 7,４６３円で，

前年度と比べ 3,００４万６７円の増となっております。これにつきましては，現年課税分は納税

相談，滞納整理により未収額が減となったものでございまして，徴収率においても対前年度比 1.

１％の増となってございます。滞納繰越分については，高額納税者でございます市内ゴルフ場２

社の影響により，増加となっております。なお，この市内ゴルフ場の未収額は，現年課税分で 2,

５６１万 4,５００円，滞納繰越分で３億 4,７４１万 3,５００円となっております。今後，これ

らの高額滞納者を含め，納税相談などに努めてまいります。 

 次に，都市計画税の収入未済額でございますが，3,４９１万 4,２８３円で，前年度と比べ１６

４万 1,１６９円の増となっており，この要因につきましては，ただいまお答え申し上げましたよ

うに，固定資産税と同様でございます。 

 軽自動車税の収入未済額は７５６万 5,１５１円で，前年度と比べ３５万 7,８００円の減となっ

ております。軽自動車税の現年課税分の収入未済額は２７０万 9,５００円で，前年度と比べ２４

万 9,０００円の減となっており，徴収率は９7.７％と，前年度に対し 0.３％増えております。ま

た，滞納繰越分の収入未済額は４８５万 5,６５１円でございまして，前年度と比べ１０万 8,８０

０円減となっております。わずかではありますが，徴収強化の成果が出たのではないかと分析を

しております。この軽自動車税につきましては，廃車手続をしておらず放置されているものや，

使用していないにもかかわらず課税になっているような例もございますので，廃車指導するとと

もに，徴収率の向上に努めてまいります。 
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 以上です。 

○議長（高木将君） 市民生活部長。 

〔市民生活部長 五十嵐修君登壇〕 

○市民生活部長（五十嵐修君） 市民生活部関係の清掃費 3,１６９万 6,４７６円の不用額につい

て，主なものについてご説明をいたします。 

 まず，２０３ページのし尿処理費の中で，１１の需用費が７９６万 3,７８１円の不用額となっ

ております。主な理由といたしましては，太田クリーンセンター，里美クリーンセンターへの運

転経費に係る燃料費あるいは光熱費の減によるものでございます。 

 次に２０５ページの１５，工事請負費８５６万 8,０００円の不用額でございますけれども，こ

れについては，太田クリーンセンター，里美クリーンセンターの，それぞれの施設補修工事の入

札差金でございます。 

 以上です。 

○議長（高木将君） 福祉事務所長。 

〔福祉事務所長 深澤菊一君登壇〕 

○福祉事務所長（深澤菊一君） 議案第５７号常陸太田市一般会計歳入歳出決算認定の中で，歳

出の不用額について，お答えいたします。生活保護費の扶助費でございますが，8,９１５万 1,４

４３円の不用額についてでございますが，生活保護につきましては，８種の扶助費用がございま

すが，不用額内訳といたしましては，約７６％が医療扶助費で，残りは生活扶助費ほか６費目の

扶助となっております。生活保護扶助費の予算額につきましては，前年の１０月末現在の受給世

帯数及び受給人員をもとに次年度の法律等を予測しながら，積算しております。 

 この中で，医療扶助費につきましては，前年度の支出実績が２億 2,８４３万 1,８１２円であり

ましたものですから，前年度と同額予算の２億 6,４００万を予算計上いたしたものでございます。

また，レセプト点検による受診指導や保健師等の健康管理指導によりまして，医療費，生活保護

受給者の医療について適正指導に努めており，また受給者におきましては，心臓疾患や脳疾患等

の対応も考えておりまして，これらの手術費用も高額でございます。こういったことから，平成

１９年度につきましては，医療費扶助等も延べ５２人ほど少なく，病気等も前年度より少なかっ

たということも不用額が生じた要因でございます。 

 また，自立支援医療費制度の導入によりまして，精神通院医療費や厚生医療，人工透析でござ

いますが，これらによる医療扶助費の支出が自立支援医療に移行したこともあり，医療扶助費の

決算額としては１億 9,６４２万１１４円となり，こういったことから 6,７５７万 9,８８６円の

医療費扶助について不用額が生じたものでございます。 

 生活保護における各扶助費につきましては，不確定な要因もございますが，扶助等の状況をさ

らに精査し，今後も対応してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 保健福祉部長。 

〔保健福祉部長 綿引優君登壇〕 
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○保健福祉部長（綿引優君） 議案５８号平成１９年度常陸太田市国民健康保険特別会計歳入歳

出決算についてのご質問にお答えいたします。 

 最初に，国民健康保険税収入未済額の内容についてでありますが，国民健康保険税の収入未済

額につきましては，３億 9,６１８万 8,５９３円，1,４９１人，3,９００円分の未納額で，平成１

８年度決算に比較しまして，２１６万 3,０４５円ほど減額になっております。内容を申し上げま

すと，一般被保険者分が３億 7,９８４万 1,０５７円で約９６％を占めており，退職被保険者分は

1,６３４万 7,５３６円で４％程度となっております。 

 また，現年度分が 1 億６８２万 9,７５４円で未済総額の２７％程度となっているのに対し，滞

納繰越分が２億 8,９３５万 8,８３９円で７３％を占めている状況でございます。滞納繰越分につ

きましては，2,５３８件，２億 5,９９８万 5,８２１円，約６６％が５年の時効発生前の未納額で，

２５４件，2,９３７万 3,０１８円，約 7.４％が納付制約や差し押さえなどにより時効の中断が行

われたことにより，５年以上経過してなお，未納額として残っているものでございます。 

 次に，これらの未納額を解消するための収納対策につきましては，催告状の送付，電話催告，

臨戸徴収，短期被保険者証，資格証明書発行に際しての納付相談の実施などを重層的に実施して

いるところでございますが，特に滞納整理につきましては，滞納管理システムで自然滞納状況や

滞納対策の経過等を共同管理しながら，例年実施している税務課などとの年２回の一斉滞納整理

や税務課と合同の例月の滞納整理，さらには保険年金課主体で年度末の滞納整理などを行ってい

るところでございます。 

 なお，平成１９年度の収納状況でございますが，被保険者の皆様のご努力により，現年度課税

分が９3.７６％，対前年度比 0.０１％の伸び，滞納繰越分，過年度分が１7.５６％，対前年度比

1.２１％の伸びと，前年度を上回る収納率を達成しております。 

 続いて，不用額についてでありますが，不用額２億 5,２８１万 2,３４６円の主なものは，保険

給付費の１億 3,０６６万 9,０００円と予備費の１億円であります。この２つを合わせた額は２億

3,０６６万 9,０００円となり，全不用額の約９１％に当たり，また保険給付費１カ月分，約３億

1,７００万円の約７割となっております。さらに，保険給付費につきましては，支払いに支障を

来すことが許されないものでありますので，３月補正時において，それぞれ，歳出科目における

月々の給付費の動向等を考慮しながら，インフルエンザや風邪など流行的な疾病にも対応できる

ように算出した予算額となっております。今後とも，より適切な予算編成並びに執行に努めてま

いります。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 産業部長。 

〔産業部長 赤須一夫君登壇〕 

○産業部長（赤須一夫君） 議案第６８号の中の商工費に計上しました常陸太田市地域職業相談

室設置に係る補正予算について，お答えいたします。 

 この予算は日立公共職業安定所常陸太田出張所が平成２０年３月をもって廃止されたことに伴

いまして，地域職業相談室を旧保健所建屋１階の茨城北農業共済事務組合事務室の隣に設置する
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もので，平成２０年１２月１日の開設を予定しているところでございます。職員配置は厚生労働

省嘱託職員である職業相談員が２名，市の臨時職員が１名となっております。業務内容につきま

しては，職業相談，職業紹介，求人自己検索機による求人情報の提供，求人申し込みの取り次ぎ

業務を行う予定でおります。失業給付の手続は行いません。 

 市の臨時職員は市に相談に係る受付・案内業務を行います。相談室の利用日は市役所と同じく

土曜日，日曜日，祝日，年末年始を除く月曜日から金曜日まで，利用時間は９時３０分から午後

５時までとなっております。 

 次に，備品購入費４７万 8,０００円でございますけれども，業務に要する関係資料を整理をい

たしますパンフレットスタンド６万 3,０００円，それから執務室のエアコンの設置，工事費込み

となりますが，４１万 5,０００円でございます。なお，パソコン等の事務機器については，茨城

県労働局が設置することで調整が整っております。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） ２６番，よろしいでしょうか。２６番宇野隆子君。 

〔２６番 宇野隆子君登壇〕 

○２６番（宇野隆子君） ２回目の質問をいたします。決算については，それぞれ詳細にわたっ

てご説明をいただきまして，ありがとうございます。 

 まず，議案５３号から２回目の質疑をしたいと思うんですけれども，その答弁の中で訂正され

た部分もありましたけれども，大体わかりました。そこでちょっと気になったのは，自動式心臓

マッサージ機ですけれども，これは今回買いかえるに当たって，性能や何かもいろいろあると思

いますけれども必要性があって取りつけたと思うんですが，残る３台については取りつける考え

がないということでありますけれども，やはり取りつける必要があって取りつけたものですから，

残る３台についても取りつけないということではなくて，計画的に取りつけていく必要があるの

ではないかなと思うんですが，その辺，どのように今後考えているのか，先ほどの説明だけでは

疑問も残りますので，もう一度お願いいたしたいと思います。自動式心臓マッサージ機を今回取

りつけたということは，必要があって取りつけたのだと思うんですけれども，それと関連して，

じゃああとの残る高規格救急自動車にはつけないのはなぜなのかというところあたりがはっきり

しないので，お願いしたいと思います。 

 議案第５４号の常陸太田市道路線の廃止については，里美地区は農免道路の工事など，先ほど

部長は昭和５２年からというようなお話をされたかと思うんですが，昭和４２年から昭和１９年

というふうに聞こえたんで，まあ平成１９年とおっしゃられたのかどうかわかりませんが，そう

すると昭和５２年というと，３０年近く前から工事が行われてきて，平成１９年，昨年度で完了

したのかなと。それにしましても，途中，第１期，第２期，第３期，第４期とかと分かれて工事

をやったんでしょうけれども，これが里美の方法だったのかなということも考えるんですけれど

も，やはりこういう廃止あるいは新設等々にわたっては，速やかな事務手続を今後も行ってほし

いということを要望しておきたいと思います。 

 それから，次に決算ですけれども，この中で一般会計の決算ですが，５ページ，収入未済歳入
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額の中で，先ほど細かくは触れられませんでしたけれども，談合になった小島地区の補償費，前

に全協でも市長のほうから 1,３００万円ちょっとありましたか，この額の未済ですけれども，こ

れはどういうふうに対応しているのか，今後入る見込みがないということはないんでしょうけれ

ども，どういう状況に至っているのか，経過をお話しいただければと思います。 

 それから，国民健康保険，一般会計にわたる市営住宅等々，保育の負担金なども，結構滞納が

ありますけれども，やはり今の不安定な雇用，収入減，こういうことが反映しているのかなと見

ておりますけれども，実態に即した徴収を行っていってほしいと思います。 

 補正関係では２点伺いましたけれども，先ほどの説明でわかりました。相談室ですけれども，

ハローワークが常陸大宮市に移ってしまったということでは，大変，今の仕事のない時期になお

さら不便，不安に思っている求職者の方はいると思うんです。そういう中で，不安定な雇用形態

がどんどん増えている中で，今後１２月１日開設ということですので，この相談室の開設によっ

て市民の就業機会確保につながればと期待しております。よろしくお願いいたしたいと思います。 

 以上，二，三再質問をしましたので，よろしくお願いいたします。 

○議長（高木将君） 答弁を求めます。消防長。 

〔消防長 篠原麻男君登壇〕 

○消防長（篠原麻男君） ただいまの第２回目の質疑にお答えいたします。高規格救急車３台の

自動式心臓マッサージ機の取りつけの考えはという再質問でございますが，今後の検討課題とさ

せていただきます。 

○議長（高木将君） 総務部長。 

〔総務部長 川又善行君登壇〕 

○総務部長（川又善行君） 議案第５７号一般会計決算認定についての再度のご質問にお答え申

し上げます。諸収入の中の雑入につきましては，決算書１１ページに記載されておりますけれど

も，この収入未済額 1,４５３万 3,１６３円のうち 1,３６２万 9,２５３円につきましては，金砂

郷談合事件に係る損害賠償金として平成１８年度に調定しているものでございますけれども，裁

判が確定していないため，収入未済額となっているものでございます。 

 なお，この金砂郷談合事件に係る損害賠償金としましては，平成１９年度における当初の調定

額は 1,８２３万 3,２５０円でございました。請求の相手方のうち，常北土建株式会社については

破産手続中でございましたが，損害賠償請求金が債権として認められたことから，1,８２３万 3,

２５０円のうち４６０万 3,９９７円が平成１９年度に収入済となってございます。したがいまし

て，残金につきましては，1,３６２万 9,２５３円となっております。今後につきましては，裁判

の経過を見守ってまいりたいと存じます。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 次，２２番立原正一君の発言を許します。 

〔２２番 立原正一君登壇〕 

○２２番（立原正一君） ２２番立原正一でございます。議案質疑の通告順に従いまして，順次，

質疑をしていきたいと思います。 
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 私は，議案第５２号，議案第５３号，議案第５４号，議案第６８号の４つの議案について，確

認する意味でお伺いしたいと考えております。 

 初めに，議案第５２号常陸太田市手数料条例の一部改正についてでございます。提案理由が，

「住民基本台帳カードの普及促進を図ること等に伴い，本条例の一部改正を行うものである」と

あります。「住民基本台帳カードの普及促進を図ること等に伴い」とございますが，どのようなこ

とを指しているのか疑問を持っておりますので，お伺いしていきたいと思っています。２項に，

「第２条の規定にかかわらず平成２０年１２月１日から平成２３年３月３１日，２年４カ月まで

の間においては，別表第１，１２項及び１３項に記載する住民基本台帳カードの交付に係る手数

料は無料とする」との改正の条例文面であります。 

 そこで，ここにきまして，２年４カ月もの長期間に手数料を無料にしてまで推進を図るという

ことにつきまして，何か緊急事態と言いましょうか，異常事態が発生したのかなというふうにも

考えるわけでございますが，常陸太田市に何が発生して，この普及促進を図るということにつき

ましては，その裏の真のねらい，目的と言いましょうか，その辺を確認させていただきたいと思

っています。 

 次に，７３ページになりますが，議案第５３号高規格救急自動車購入の件についてでございま

す。ただいま，前段の同僚議員から，私も考えておりました内容が質疑をされましたので，それ

は理解をいたしまして，私といたしまして２点確認させていただきたいと思っています。 

 まず１点でございますが，当市には非常に税収が少ないというふうなことを言われております。

それで，ただいまの説明の中では，一般競争入札をしてトヨタさんと日産さんの２社が入ってや

ったということでございますが，まず，法人税収等をどのように考えてこの２社のほうにいった

のか，その辺を確認させていただきたいと思っております。 

 それから，日産さんとトヨタさんでは年間の生産台数によってと言われました。トヨタさんが

年間５００台，日産さんが１００台というふうなことで，価格も違っているようですが，当然そ

れは生産数と販売数，それから，その会社の考えていることというのがあるんでしょうか。私は

こういう生産台数よりも，この２社の中で，この救急自動車につきましてのトラブルのほうが問

題だろうというふうに考えていまして，この２社のトラブルについての情報も確認しているかど

うか，その２点をお伺いしたいと思っております。 

 次に，第５４号でございます。常陸太田市道路の廃止の件でございますが，これにつきまして

も同僚議員のほうから質問がございまして，答弁をいただいておりますから理解をいたしますが，

私のほうから確認するということで，ご理解いただきましてご答弁いただきたいと思っておりま

す。説明の中では９６というのを聞いたわけですが，実際，この表を計算しても９５。細かに同

僚議員のほうから話がありましたから，その９５というのはおわかりになっていると思いますが，

廃止後の管理ですね。私たちはよく言われるんですが，以前道路があったんですが，今はその道

路が使われなくなり手が入らないと。行政の管理部門のほうの手が入らなくて，けもの道になっ

て草も生えて困っているんですよというふうなことをよく耳にしますもので，廃止後の管理はど

のようになるのか，その点。それと２つ目といたしまして，当然，地元の了解をとっているかと
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思いますが，地元町会との関係，その点を確認したいと思います。 

 次に，議案第６８号でございます。平成２０年度常陸太田市一般会計補正予算（第３号）につ

いてでございます。２０ページでございまして，私は７款土木費６目駅周辺整備費１３節委託料

６万 5,０００円と当初予算には載ってございます。当初予算では，これは設計費になっておるん

ですが，今回これが説明の中ではペデストリアンデッキの撤去というようなことでご説明があり

まして，６万 5,０００円を計上したという話がございました。 

 これにつきまして，まず，本市は一般競争入札をやられているということでございますから，

当然，入札制度を利用してやったと思いますが，この６万 5,０００円という提示額の当市の積算

内容，多分，それに対しては自治体でもそういうふうな予定価格というようなものを積み上げて

いると思いますが，その辺の積算内容についてお伺いしたいと思います。 

 それから，同じく１５節でございますが，ここで工事請負費当初予算を見ますと 6,２００万円

でございます。それが 2,９００万円が削減されてございます。この辺の内容について，ご説明い

ただきたいと思います。 

 次に２６ページでございますが，ここに「一般職（１）総括表」というのがございます。この

表に見ますと，職員の給与ほか各種手当を示してございます。補正の中で職員数が１名減という

ふうな提示がございまして，給与費の内容を見てみますと，マイナス３,８８０万６,０００円と

いう数字が記載されておりまして，これは１名減にしては数字的に非常に巨額な値になっている

かと疑問視するわけでございますが，この辺のところを，行政的な考え方から出ているのかと思

いますが，もう少しわかりやすくご説明いただきたいと思っております。 

 １回目の質疑を終わりたいと思います。 

○議長（高木将君） 答弁を求めます。市民生活部長。 

〔市民生活部長 五十嵐修君登壇〕 

○市民生活部長（五十嵐修君） 市民生活部関係の手数料条例の一部改正の中で，住民基本台帳

カードの普及促進の目的と意図するところとの質疑について，お答えをいたします。住民基本台

帳カードの手数料についての財源措置としまして，国から無料化に向け新たな財源措置が示され，

平成２３年３月までに限り，１枚当たり５００円が特別交付税により加算措置とされることにな

り，市としましてはこの機会をとらえ，平成２３年３月までの国からの財政負担のある期限内で

はありますけれども，住民基本台帳カードの交付手数料を無料にし，多くの市民にこの機会にカ

ードを取得してもらいたいと考えており，無料化にするものでございます。 

 なお，住民基本台帳カードは自動交付機を利用して，夜間，休日でも，各種証明書等が取得で

き，また写真つきのカードは，公的身分証明書としても利用することができます。ことし５月か

ら戸籍法，住民基本台帳法が改正され，個人情報保護の観点から，市の窓口での証明書の交付請

求をする場合には，本人確認が厳格化されております。免許証を持っていない高齢者には，住民

基本台帳カードは身分証明書としての利用が図られます。交付手数料を無料にすることにより，

住民基本台帳カードの普及を促進し，住民サービスの向上と住民の利便の向上を図ることを目的

としております。 
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 以上です。 

○議長（高木将君） 総務部長。 

〔総務部長 川又善行君登壇〕 

○総務部長（川又善行君） ２件のご質疑にお答えを申し上げます。 

 まず，議案第５３号高規格救急自動車購入契約についてでございます。今回の高規格救急自動

車購入契約につきましては，消防本部が設置しました高規格救急自動車検討委員会で検討した仕

様書に基づき，７月４日に物品調達等審査会を開催し，７月１０日に一般競争入札の公告をいた

しました。入札参加資格としましては，茨城県内に本店または主たる営業所があり，２年以上事

業を営んでおり，修理，点検，保守，その他アフターサービス及びメンテナンスに迅速に対応で

きる体制が整備されているものであることを条件としたところでございます。結果としまして，

２社が入札に参加をし，茨城トヨタ自動車株式会社が応札したところでございます。 

 契約業者と税収との関連でございますけれども，車両に救急資機材を取りつけた高規格救急自

動車の購入に当たっては，薬事法の規定によりまして高度管理医療機器等販売業の許可が必要で

あることから，市内業者の入札は難しいと考えられます。 

 続きまして，議案第６８号，２６ページでございますけれども，補正予算の中の給与費明細書

について，お答えを申し上げます。２，一般職の職員数について，ご説明いたします。一般職員

数は１名減員となっております。理由につきましては，平成２０年４月１日付新規採用予定者１

名が採用を辞退したことによるものでございます。 

 次に，給与費の補正額につきましては，合計 3,８８０万 6,０００円減額補正となっております。

内訳は，給料が 2,０２０万 5,０００円減額補正，職員手当が 1,８６０万 1,０００円減額補正と

なっております。給料の減額補正の内訳は，新規採用辞退者分が２０７万 6,０００円減額，育児

休業者１２名です，及び部分休業者５名分ですが，これが 1,４９０万円の減額，定期人事異動に

伴うものが３２２万 9,０００円の減額です。また，職員手当の減額補正の内訳は，新規採用辞退

者分が５３万 3,０００円減額。育児休業者及び部分休業者の部分が９８７万 4,０００円減額。定

期人事異動や扶養手当の変動などによる異動分が８１９万 4,０００円減額でございます。 

 各手当ごとに補正の主な理由をご説明いたします。扶養手当につきましては，配偶者や子の就

職と，管理職手当は，福祉事務所長が子ども福祉課長を兼務するなどによる管理職員数の減，期

末・勤勉手当については，新規採用辞退者と育児休業者及び部分休業者の不用分，通勤手当・住

居手当につきましては，住居や配置先の変更などによるものとなっております。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 建設部長。 

〔建設部長 富田広美君登壇〕 

○建設部長（富田広美君） 建設部関係の２点のご質問にお答えいたします。 

 初めに，議案第５４号常陸太田市道路線の廃止について，お答え申し上げます。今回廃止いた

します９５路線につきましては，先ほども申し上げましたように，道路拡幅工事により道路区域

内に含まれた路線，圃場整備事業により分断されてしまった路線，道路新設工事により振りかえ
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られ，旧道敷として残された路線などでございます。廃止後の管理につきましては，道路法の適

用を受けない路線にはなりますが，道路敷地につきましては，常陸太田市の財産となっておりま

すこと，また，地元の方の利用がこれからも続くことから，いわゆる法定外公共物としての取り

扱いとなり，地元各町会と道路に隣接します地権者の皆様方のご理解とご協力をいただきながら，

支障のないよう引き続き市が管理を行ってまいります。また，地元の町会につきましては，改良

工事の説明会などの際において，廃止・廃道については事前に説明をいたしまして，了解を得て

いるところでございます。 

 次に，議案第６８号の中の駅周辺整備費について，お答え申し上げます。まず，委託料でござ

いますが，これはＪＲ常陸太田駅の南側にございますペデストリアンデッキの撤去工事と，この

デッキから線路をまたいで駅の西側につながる歩道橋の撤去工事を合わせた費用でございます。

これまでにＪＲとの協議が調ったことから，鉄道の運休を避け安全運行に万全を期すことなどか

ら，ＪＲへ委託するものでございます。この費用の算出に当たりましては，ＪＲから提出のあり

ました見積書と，市が別に徴収しました見積書がございますので，こちらを比較・検討いたしま

した。その結果，夜間工事が必要なこと，鉄道施設の安全を確保する費用が必要となることなど

から，妥当な額としたところでございます。 

 次に，工事請負費でございますが，施設・設備工事費の内訳といたしましては，暫定駅前広場，

あるいは駐輪場の移設工事，あるいは公有財産・用地，あるいは補償費等が含まれてございます。

この中の１つとして，先ほど申し上げましたペデストリアンデッキの撤去工事費を計上しており

ましたが，ＪＲへ委託することといたしましたことから，減額するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 消防長。 

〔消防長 篠原麻男君登壇〕 

○消防長（篠原麻男君） 先ほどの２社のトラブル状況というご質問でございますが，トラブル

については聞いておりません。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） ２２番立原正一君。 

〔２２番 立原正一君登壇〕 

○２２番（立原正一君） ２回目の質疑に入ります。ただいまご説明いただきまして，ありがと

うございました。説明の中で，概略理解いたしましたが，一，二点お伺いして終わりたいと思い

ます。 

 初めに，議案第５３号高規格の件でありまして，トラブルは聞いていない，まあ，こういうも

のは聞いても果たして出るかどうかというのは疑問ではありますが，それは結構でございます。

ここで確認させていただきたいことは，説明の中では経過年数が１２年たったということで，今

回それの買いかえというようなことでございましたが，４台ということですから３台が残ってい

るわけでございますが，まずそこで，この耐用年数でございますが，一応１２年というので今度

買いかえるわけですから，あとの３台についてはどのようになっておりまして，それらの買いか
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えのことはどのようにお考えになっているのかを確認させてください。 

 それから，議案第５４号で道路の件でございますが，一番の心配していたことは，地元の方た

ちの意見をもとにご質疑したわけでございますが，これから法定外の公共物ということで，いろ

いろと地元と話し合いしながら対応していくということでございますが，この辺はこれでお願い

しておきたいと思っております。 

 それから，最後になりますが，一応これも確認する意味でお伺いしたわけでございますが，今

回いろいろと質疑をした中でわかってきたことは，説明する段階で，もう一歩進んだ形で説明し

ていただければ理解もするわけでございますが，１点は，これは後になって申しわけないんです

が，手数料の件につきまして，後期高齢者の身分の保障ということがございましたが，そうであ

れば，期間は２３年度まで国のほうが対応するということで，それは別に構いませんが，結果的

にそこまで待っても，なかなかお年寄りの方というのはこちらまで来れない方もいるだろうと考

えるわけですね。そういう方のためにも，やはり多分その方たちというのは病院に入院されてい

る方もいるでしょうし，歩けない方もいるでしょうし，いろいろな方がいるんでしょう，そうい

う方たちの数等については各町内ごとに仕分けされていると思いますが，そういう人のためにも，

各町内に出向いていきまして対応すれば必ず……。 

○議長（高木将君） 立原議員に申し上げます。議案質疑でありますので，用件を端的にお願い

いたします。なお，ただいま２回目の発言中でありますが，１回目の質疑に対する答弁について，

思うところについての２回目の質疑ということになりますので，先ほどありましたけれども，５

３号議案の耐用年数等につきましては，１回目につきまして発言をしておりません。そういった

ことから，ご注意を申し上げたいと思います。 

○２２番（立原正一君） 議長のほうからお話が出てきましたが，これは議案質疑，一般質問，

それは当然わかっております。しかし，そのとおりなかなかできないところが難しいところだと

思っておりますが……。 

○議長（高木将君） ですから，その点をご理解の上，発言をお願いします。 

○２２番（立原正一君） じゃあ理解して発言させてもらいますが，期間をかけてやるのではな

くて，私は住民サービスを考えれば，そういうことをやっていったほうが，結果的に漏れがなく

なるだろうというふうなことを考えまして，ご提案申し上げまして，私の質疑を終わりたいと思

っております。よろしくお願いいたします。 

○議長（高木将君） ただいまご注意申し上げました点でございますが，５３号議案については，

関連ということで消防長にお答えを願いたいと思います。なお，５２号議案については，２２番

立原正一議員からの要望ということで処理をさせていただきます。 

 答弁を求めます。消防長。 

〔消防長 篠原麻男君登壇〕 

○消防長（篠原麻男君） ３回目のご質疑にお答えいたします。 

 残り３台の高規格救急車の更新計画ということでございますが，おおむね１２年を目安に更新

を考えております。その中で，残る３台についても，そういう形で更新をする計画でございます。 
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 以上でございます。 

○議長（高木将君） 次に，７番平山晶邦君の発言を許します。 

〔７番 平山晶邦君登壇〕 

○７番（平山晶邦君） ７番平山晶邦であります。議長のお許しをいただきましたので，議案質

疑をさせていただきます。 

 私は，議案第５７号平成１９年度常陸太田市一般会計歳入歳出決算，そして議案第６４号平成

１９年度常陸太田市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算，そしてまた特別会計の議案第６６号平

成１９年度常陸太田市水道事業会計並びに常陸太田市工業水道事業会計決算認定の中で，今，国

の中でも問題になっております随意契約というものと入札契約という２通りあるんですけれども，

この議案第５７，６４，６６号という中で，本市においては随意契約と入札契約の割合，金額が

どのような形になっているのかということだけ，お伺いをいたします。 

○議長（高木将君） 答弁を求めます。総務部長。 

〔総務部長 川又善行君登壇〕 

○総務部長（川又善行君） 議案第５７号平成１９年度常陸太田市一般会計歳入歳出決算認定に

ついて，５０万円以上の契約の決定の中で，随意契約と入札契約について，契約管財課で執行し

ました契約の内容をお答え申し上げます。工事請負契約につきましては，総額が２３億 6,６０１

万 2,０００円，うち随意契約が２億 8,３４５万 8,０００円でございまして，その比率は１1.９

８％でございます。業務委託契約につきましては，総額が９億 1,８５０万円，うち随意契約が３

億 5,６１７万 8,０００円でございまして，比率は３8.７８％でございます。物品購入契約につき

ましては，総額が 8,３０４万 8,０００円でございまして，うち随意契約が 2,８０５万 9,０００

円で３3.７９％でございます。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 水道部長。 

〔水道部長 高橋正美君登壇〕 

○水道部長（高橋正美君） まず，議案第６４号簡易水道事業特別会計の随意契約の件ですが，

工事請負契約につきましては，総額が１億 1,３３８万 8,４５０円のうち，随意契約が２８７万

5,９５０円で，比率は 2.５％であります。業務委託契約につきましては，総額が 1,９３７万 2,

５００円のうち，随意契約が９７万 6,５００円で，比率は 5.０％であります。物品購入契約につ

いては，ございません。 

 続きまして，水道事業会計におきましては，工事請負契約につきましては，総額が５億 9,６２

５万 3,１００円のうち，随意契約が 1,２４８万 8,８００円で，比率は 2.１％であります。業務

委託契約につきましては，総額が 7,１３０万 6,４３４円のうち，随意契約が 1,７７８万 7,９３

４円で，比率は２5.０％であります。役務契約につきましては，コンピューター関連のみであり

まして，全額が随意契約となっており，７８８万 6,８８６円であります。 

 工業用水道事業につきましては，金額が今，ちょっと手元にありませんで，後ほどお示しした

いと思いますが，総数で３件で，そのうち随契が１件でございます。 
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 以上でございます。 

○議長（高木将君） 産業部長。 

〔産業部長 赤須一夫君登壇〕 

○産業部長（赤須一夫君） 先ほど，宇野議員の質問の中の地域相談室について，業務の時間の

答弁を９時３０分と申し上げましたが，これは誤りでございまして，午前９時からと訂正をお願

いいたします。失礼をいたしました。 

○議長（高木将君） 以上で質疑を終結いたします。 

            ──────────────────― 

○議長（高木将君） お諮りいたします。 

 議案第５７号から議案第６７号まで，以上１１件については，１２人の委員をもって構成する

決算特別委員会を設置し，これに付託の上，審査することにいたしたいと思いますが，これにご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（高木将君） ご異議なしと認めます。 

 よって，議案第５７号から議案第６７号まで，以上１１件について，１２人の委員をもって構

成する決算特別委員会し，これに付託の上，審査することに決しました。 

            ──────────────────― 

○議長（高木将君） お諮りいたします。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員については，委員会条例第７条第１項の規定に

より，木村郁郎君，深谷渉君，鈴木二郎君，荒井康夫君，平山晶邦君，成井小太郎君，福地正文

君，高星勝幸君，菊池伸也君，関英喜君，後藤守君，立原正一君，以上１２人を指名いたしたい

と思いますが，これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（高木将君） ご異議なしと認めます。 

 よって，ただいま指名いたしました１２人を決算特別委員会の委員に選任することに決しまし

た。 

 この際，委員会条例第８条第２項の規定により，委員長及び副委員長の互選をお願いいたしま

す。互選されるまでの間，暫時休憩いたします。 

午前１１時４４分休憩 

            ──────────────────― 

午前１１時５３分再開 

○議長（高木将君） 休憩前に引き続き，会議を開きます。 

 ただいま休憩中に開催されました委員会において，委員長及び副委員長が互選されましたので，

ご報告いたします。 

 委員長，高星勝幸君，副委員長，成井小太郎君。 

 以上であります。 
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            ──────────────────― 

○議長（高木将君） 次，議案第５０号から議案第５６号並びに議案第６８号から議案第７４号

まで，以上１４件については，お手元に配付いたしてあります議案等委員会付託表のとおり，所

管の常任委員会に付託いたします。 

            ──────────────────― 

 日程第３ 請願第２号ないし請願第４号 

○議長（高木将君） 次，日程第３，請願第２号教育予算の拡充を求める請願，請願第３号燃料，

肥料，飼料，農業資材等の価格高騰に対する緊急対策を求める請願，請願第４号ミニマム・アク

セス米の輸入停止を求める請願，以上３件を議題といたします。 

 ただいま議題となっております請願第２号から請願第４号まで，以上３件については，お手元

に配付いたしてあります請願文書表のとおり，各委員会に付託いたします。 

            ──────────────────― 

 日程第４  

○議長（高木将君） 次，日程第４，議員提案第４号常陸太田市議会会議規則の一部改正につい

てを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。１８番後藤守君。 

〔１８番 後藤守君登壇〕 

○１８番（後藤守君） 議員提案第４号について，ご提案申し上げます。 

 常陸太田市議会会議規則の一部改正について。常陸太田市議会会議規則の一部を改正する規則

を次のように制定するものとする。平成２０年９月１２日提出。提出者，常陸太田市議会議員，

後藤守。賛成者，常陸太田市議会議員，山口恒男，同じく立原正一，同じく沢畠亮，同じく黒沢

義久，同じく関英喜，同じく高星勝幸，同じく深谷秀峰。 

 提案理由ですが，地方自治法の一部を改正する法律が，平成２０年６月１８日に公布され，そ

の一部が平成２０年９月１日から施行されたことに伴い，本規則の一部を改正するものでありま

す。 

 次のページに参りまして，常陸太田市議会会議規則の一部を改正する規則。常陸太田市議会会

議規則の一部を次のように改正する。新旧対照表によりご説明申し上げます。次のページをごら

んいただきたいと思います。今回の改正は，先ほど申し上げましたように，地方自治法の一部改

正によるものであります。地方自治法第１００条第１２項に，「議会は会議規則の定めるところに

より，議案の審査または議会の運営に関し，協議または調整を行う場も正規の議会活動として位

置づけ，議員活動に対して，公務災害や，費用弁償の対象とすることができる」という項目が新

たに追加されたことにより，現在の常陸太田市議会会議規則第１５９条に議員の派遣があります

が，「法第１００条第１２項の規定により議員を派遣をしようとするときは，議会の議決でこれを

決定する。ただし，緊急を要する場合は，議長において議員の派遣を決定することができる」と

あるものを，改正案によって１項繰り下げまして，「法第１００条第１３項」とするものでありま

す。 
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 次に，前のページに戻りまして，附則といたしまして，この規則は，公布の日から施行する。 

 以上であります。委員各位のご賛同をよろしくお願いします。 

            ──────────────────― 

○議長（高木将君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（高木将君） 質疑なしと認めます。 

 以上で質疑を終結いたします。 

            ──────────────────― 

○議長（高木将君） ただいま議題となっております議員提案第４号については，会議規則第３

７条第２項の規定により，委員会の付託を省略いたしたいと思いますが，これにご異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（高木将君） ご異議なしと認めます。 

 よって，議員提案第４号については，委員会の付託を省略することに決しました。 

            ──────────────────― 

○議長（高木将君） これより，討論を行います。 

 討論の通告がありませんので，これにて討論を終結いたします。 

            ──────────────────― 

○議長（高木将君） 採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議員提案第４号常陸太田市議会会議規則の一部改正については，原案可決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（高木将君） ご異議なしと認めます。 

 よって，議員提案第４号については，原案可決することに決しました。 

            ──────────────────― 

○議長（高木将君） 以上で本日の議事は議了いたしました。 

 次回は，９月２４日定刻より本会議を開きます。 

 本日は，これにて散会いたします。 

午後０時００分散会 

 


